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本が元になった      たち

を集めました

楽曲
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『校本宮澤賢治全集　第８巻』
宮澤賢治

この本の中の「よだかの星」という作品
を元にして歌が作られました。哀しい内容の
物語なので歌詞も優しさはあるけどどこか
虚しさもあるものとなっています。

「靴と花火」
ヨルシカ

QRコードを読み取ると

YouTubeでこの歌が聴けます。

小説
こ う ほ ん み や ざ わ け ん じ ぜんしゅう だ い か ん

み や ざ わ け ん じ
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『老人と海』

『ちくま日本文学全集3』
宮澤賢治

ヘミングウェイ

「老人と海」
ヨルシカ

「風の又三郎」
ヨルシカ

小説

カジキを獲った漁師が
帰路でサメに襲われ…
年輩者ほど刺さる物語。

この本の中の「風の又三郎」と
いう作品を元に歌が作られまし
た。軽快なリズムが物語そのもの
を表しています。

小説

ろ う じ ん う み

み や ざ わ け ん じ
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『夏への扉』

『アルジャーノンに花束を』
ダニエル・キイス

「夏への扉」
山下達郎

「アルジャーノンに花束を」
氷室 京介

小説

なにもかも失った主人公は、
自分を裏切った友人に復讐を
果たすため過去へ戻る…

障がい者の主人公は手術により、高い知能
を手に入れる。高知能を手に入れ、人々か
ら妬まれてしまう主人公が辿る末路とは…

小説

ロバート・A・ハインライン

楽曲

楽曲
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『現代日本文学大系  
井伏鱒二・上林暁集』

井伏鱒二

『銀河鉄道の夜』
宮澤賢治

「海と山椒魚」
米津玄師

「カムパネルラ」
米津玄師

小説

この本の中の「山椒魚」という
作品を元にして歌が作られました。

主人公のジョバンニは銀河鉄道に乗り、
友人のカンパネルラと合う。2人が銀河
鉄道で起こる不思議な体験とは…

小説

楽曲

楽曲
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『イノセントワールド』
桜井亜美

『ちくま日本文学全集36』
中島敦

「イノセントワールド」
Mr.Children

「虎」
ハンバート ハンバート

小説

本の内容は所々性的な描写を含みます
が複雑なストーリーが読者を惹きつけ
て読みたくなるものになっています。

この本の中の「山月記」という作品を元
に歌が作られました。主人公が虎になっ
てしまう物語で自分の生き方についてと
ても考えさせられました。

小説
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『巨匠とマルガリータ』

『嵐が丘』
エミリー・ブロンテ

「悪魔を憐れむ歌」
ローリング・ストーンズ

「嵐が丘」
ケイト・ブッシュ

小説

SFでもありミステリーでもあり
コメディでもある読んでいて不
思議な感覚になる小説。

階級差別、人種差別のある世界で生き
る主人公。その姿は胸が痛くなるくら
いリアルで見てられない。

小説

11

きょしょう
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小説

初めてではありますが、
ひと工夫加えた小説を書きました。
ぜひ読んでみてください。
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窮困の日々

　私は今の住まいに非常に満足している。少し養
分は少ないが常に保管されている食事、定期的に
配られる水。そして、一生失われることのない
暇。
こんなに素晴らしい生活はない。特に最近、近く
に新しい住居者が来た。こいつは私の話し相手に
なってくれてこの暇を過ごすにはうってつけの相
手だった。しかし、最近この暇に切刃を入れよう
としてきている奴がいる。上の階の住人だ。
私には一生の暇はあるが仕事が無い訳ではない。
　私の仕事は主に届けられた水と食物を上の階の
人々に送ることだ。話を戻すが、ここ最近上の階
の住人がより多くの食物と水が欲しいとせがむの
だ。食物と水の送る量が増えれば増えるほど私の
暇の時間が削られてしまう。上の階の住人のよう
な存在は最もいなくなって欲しい存在なのだが、
そうも行かないのがさらに腹立たしい。

著者:SanTree

いとま

きりは
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　「おい、ねえ」
私よりも断然小柄な隣人が話しかけてきた。きっと
何回か話しかけて来ていたのだろうが、私には声が小さくて
聞こえていなかった。だから、はじめのあいさつは大抵「お
い」とか「へい」とか、ぶしつけな挨拶になってしまう。
「最近調子どう？」
小さい住人が言った。
「ぼちぼちやってるけど、君は？」
「俺は最高の気分だよ。なんたって上の階の住人がいなくな
ったからね。」
なんとも、私の夢をなんの前触れもなく叶えて見せられたの
だ。
「それって、どうやってやったの？」
隣人さんがやり遂げたことは私にもできる可能性が高いので
ぜひやり方を聞いてみたかった。しかし、返ってきたのは
「わからない、朝起きたらもういなかった。」
だった。この回答は残念だったが、小柄の隣人が私の夢を成
し遂げたという情報は私に希望を持たせた。
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そんな会話を隣人としているとき、私たちの上
でトンと物音がした。この音は、私たちにとっ
て初めての物だった。今まで、音といったら水
が配られるときに出る、水のしたたる音くらい
しか聞いたことがなかった。その後また、ト
ン、また、トンと音が鳴ってその音が近づいて
きて、ふと、隣を見た瞬間さっきまで意気揚々
に会話していた隣人が消えていた。この音が原
因なのか分からないが私もなにかされるのでは
ないかとおびえていた。その後、謎の音は続い
ていたが、そのうち音は止んで、私は眠ってし
まった。
　あの出来事から、1ヶ月程たった。今はまた、
別のトラブルが起きている。あの出来事から水
の配給がなくなってしまったのだ。そのおかげ
で、上の階の奴からの愚痴はうるさいし、
私も水が飲めず、とても辛い。暇を守ることな
ど気にすることもなくなった。とにかく、自分
が生きることだけ、自分達が生きることだけを
考えればいいのだ。
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　苦悩に浸っているとまた、1ヶ月前にあっ
た音がより大きく、私に向かってゴソゴソと
鳴り始めた。
「私もあの隣人のところへ行きたい」
口もついてないのに声が出た。その音は、私
を包み、持ち上げた。私についているヒゲは
ブチブチとちぎれ、私は久しぶりに外の世界
を見た、いつも土の中にいた私にとってこの
世界は、水があって色があって音があって、
暇はなかった。上の階の住人がうるさいのも
この暇のない世界で暮らしていたからなのか
もしれない。私はこれからどこに行くのか分
からないが気にすることはない。
　私がいた土には新しい球根が植えられた。



編集後記
編集長のIです。前回も編集長をやったこともあって前
回より編集はスムーズにできました。1年生も初めて
の編集なのに良くできてて感動しました。
これからも本の情報をお届けできるよう頑張ります。
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